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妊産婦の毛細血管抵抗変化に関する検討
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　　　　　　〔1〕緒　言　　　　　　　　　　　　　　〔皿〕実験成績
　妊娠に伴い母体諸臓器は，非妊時に比し大なる変化　　　　　（1）　正常妊産婦各期のR－L反応情況

をきたすことが知られている。中でも循環系は妊娠月　　　妊娠各期の妊婦，産婦及び対照例のR・・L法陽性情

数の進むと共に心臓をはじめ血液量等に著変が認めら　　況は表1の如くで即ち妊娠前期，中期に比し后期及び

れる様になるが，それに伴つて未梢毛細血管にも各種　　　分娩期では陽性率が高く推計学的にも有意差が認めら

の影響の波及することが当然予想される。　　　　　　　れる。

　特に妊娠時に最も屡々合併する妊娠中毒症（以下申

毒症と略）では，その臨床症状の一つの原因として未　　　　表1・妊娠各期におけるR－・L陽性率

糠離鷺轍驚騰蝋盒霧　　1例錦酬馳率
過性を雛する他湘織の乳騨加，アチド．シス等　　前期

鱒・組織浮酬螺液・血管外酬を来す・　崔魏

訟れ・：の点からも縫婦の毛細血管抵搬獣き　　産婦
な臨床的営義を有するものと考えられる。　　　　　　　　　　対　　照

　我々は今回妊産褥婦の毛細血管抵抗性に就いて小検
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討を難したので以槻在迄峨績蹴き結する・　各肋擁姻・譲2の如くであ嚇晦娠，ヵ

＿、盟灘撚撫婦人羅1騨欝繍凱灘
科に来院或は出張妊婦検診時来診せる長野県南佐久郡

一円の妊婦224名及び佐久病院にて入院分娩せる産褥　　　　　　図1・　妊娠各期のRL反応陽性変動

婦48名計272名。尚対照として佐久病院看護婦及び看

護学生50名についても検討した。

　毛細血管抵抗の測定法としては従来陽圧法と陰圧法

の二者があるが我々は外来で手軽に行える点より，現

在も広く用いられているRumpel－Leede氏法（以下

R－L法と略）により判定した。即ち5分聞中間圧を

維持後5ジオプトリーの拡大レソズにより出」血点め有

無鹸し10剛上躰反応陽性とした・　　　　　　　　　　　ma照
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表2．　正常妊産婦R－L反応情況　　’　　　　表4・中毒症．葵中毒症及び対照のR－L反応情況
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　　（3）分娩后のR－L反応の変動　　　　　血のみ52zる他は血液の性状・脚塒間，凝固時間等
　佐久病院産婦人科に入院分娩せる産婦48例に就いて　　　反応陰性陽性に．より特別な差異は認められなかった。

産褥経過に伴うR一工∫の消長を検討した成績は表7の

如くで大なる変化は認められなかつた。即ち産褥3日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7・　分娩産褥時のR－L反応の変動
目までは変動は全く認められず，産褥8日目に至り中

毒症群及び非中毒症群で各1例に陰性化例を認めたに

すぎなかつたが，併しこの陰転2例は何れも治療群で

あつたことは注目すべき事と考えられる。　　　　　　　一’一一一…一”’F

（・・鴫騰陰性群の一・グ・・　護褥譜
R輌L（一）及びR“’L（＋）各1°例雛意i／こ抽出し　産褥8日目

て検査したヘモグラムは表8の如くで全般的に妊娠貧
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表8・　　　　　　無選択的に抽出検索したRL（十）及びRL‘一）のヘモグラム
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　　（5）　R－L反応陽性例の治療の有無による出血量　　　群と非治療群との間には推計学的に有意差は認めら湛

　R　一・　L　MME例を治療の有無により大別し分娩時出血　　なかつた。

にっき検索した成績は表9の如くで，ダイクロトライ

ド，ルチソ，ビタミソC・Kアドナ等を使用した治療　　　　　　　　〔IV〕考按並びに結語
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表9．　無選択的に抽出検索した治療　　　　　　　　　今回我々も長野県南佐久郡の妊産褥婦のR－’L反応

　　　　非治療の出血量　　　　　　　　　　　　　に関しいささか検討を試みたがその成績からも毛細血
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　婦人の毛細血管抵抗に関しては既に多くの報告があ　　et　a1．　J．　Obst．　and　Gynaec・Brit．　Emp・63，200・

り，正常非妊婦に関しても月経周期との関係が追求さ　　　1956．　　⑥Salvat。re，　Am．　J．　Obst　and　Gynec・

れており，Rutin，　IBrewer　BaridawをはじめSte－　　18，96，1961．　　⑥船橋　産婦の世界　13，549・

Phan，　Schulty等もそれぞれ月経期の初目及び前日に　　1961．　⑦三谷　産婦の世界　13，715，1961・

毛細血管抵抗の減少することを報告している。更に妊　　　⑧森山　産婦の世界　5，111，1953・　　⑨森田　日

婦の血管抵抗に就いてもMinkowski，　Browne，　Bar一　　産婦誌　10，1695，1958．　　　⑩森田　日産婦誌

geτ等は分娩が近づくと毛細血管抵抗減弱性は増大　　　11，777，1959・

し，産褥期に入ると漸次元に戻ると述ぺて居り，又妊

娠中の高血圧患者の場合には特に増大することが報告

されている。

275　　　妊娠現象に伴う生理的諸変化をはじめ，血管壁の変

150　　　化，アレルギー性変化等多くの複雑な因子が関与する

220　　　ものと考えられたが今后更に例数を追加して検討を進

L158 @めたいと考える次第である。
483

520　　　　（岩井教授の御指導，御校閲を深謝する）
195

925
　　　　　　　　　　　主要文献
305

　　　　　①Barmer．　et・aL　Am．　J．　Obst　and　Gynec．76，
480
　　　　　742　1958　　②Bickenbach　Zb1．　Geburtsch　u．


